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有田川町のシンボル「あらぎ島」で 5 月 21 日
（火）、八幡小学校の 3・4 年生があらぎ島景観保
全保存会と JA ありだ職員の指導を受けながら田
植えを行いました。

ぬかるむ足元に苦戦しながら、苗を丁寧に真剣
な表情で植えている姿が印象的でした。

おいしいお米ができますように。秋の収穫が待
ち遠しいです！

学校のおばけ屋敷 in 有田川 ボランティアスタッフ募集
絵本作家の山本孝さん監修のもと、山の上に建つ

実際の小学校（休校）を活用した、著書「学校なな
ふしぎ」の世界を体験できるおばけ屋敷です。絵本
のまちづくりを町内外に浸透させることと、過疎地
域の活性化や地元産業への経済的効果を目的に行い
ます。そこでイベントを一緒に作り上げてくれるボ
ランティアスタッフを募集します。
一緒に有田川町を盛り上げません
か？詳しくは右の二次元コードから
町ホームページをご確認ください。

八幡小学校の 3・4 年生があらぎ島で田植え体験
おいしいお米ができますように！
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第42回危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章 受章

有田川町消防本部次長を務められ、住民の生命、
身体および財産を火災などの災害から防御するた
め、永年にわたり危険性の高い業務に精励される
とともに公共の福祉の増進に貢献された功績がた
たえられ、瑞宝単光章を受章されました。

谷口 佳久さん（吉原）

令和 5 年度文化勲章 受章

当町のご出身であり、有田川町名誉町民である
東京大学名誉教授の谷口維紹さん（写真右）が令
和 5 年度（2023 年度）文化勲章を受章されました。
4 月 28 日（日）、受章記念行事として、第 1 部で
はご子息の谷口賢記さん（写真左）によるチェロ
演奏とご本人による講演会、第 2 部では祝賀会が
行われました。小学校・中学校・高校時代の同級
生など約 50 人が出席され、快挙を祝いました。

谷口 維紹さん

星田 泰弘さん（長田）

星田さんは全国でも有数のみかん産地を支える
有田川土地改良区の理事長として、かんがい施設
の長寿命化や省力化・自動化対策などに積極的に
取り組み、みかん栽培に欠かせない農業用水の安
定供給に尽力されました。また、農業用施設を保
全する集落活動に代表として取り組むなど、農業・
農村の振興に貢献された功績が認められ、和歌山
県知事から表彰を受けました。

令和６年和歌山県知事表彰
（交通安全功労）
北 好男さん（徳田）

北さんは平成 12 年（2000 年）より有田川町（当
時吉備町）交通指導員に就任。平成 30 年（2018 年）
より和歌山県交通指導員会連絡協議会副会長を務
められ、町内だけでなく、県全体での交通安全の
推進に努められています。その功績が認められ、
和歌山県知事から表彰を受けました。

令和６年和歌山県知事表彰
（農林業）

3 広報ありだがわ　2024.7



令和 5 年度　有田川町の財政事情
この財政事情は、条例に基づき町民の皆さまに状況をお知らせし、町財政の実態についてご理解をいただ

くため、令和 5 年度（2023 年度）の各会計の予算額と執行状況（令和 6 年（2024 年）3 月 31）について公
表します。

歳入科目 令和 5 年度予算額 収入済額
上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～ 3 月） 合計

町税 32 億 2,860 万円 21 億 8,566 万円 10 億 312 万円 31 億 8,879 万円
地方譲与税 2 億 3,701 万円 8,379 万円 1 億 5,322 万円 2 億 3,701 万円
利子割交付金 136 万円 60 万円 75 万円 136 万円
配当割交付金 2,706 万円 594 万円 2,112 万円 2,706 万円
株式等譲渡所得割交付金 2,707 万円 0 円 2,707 万円 2,707 万円
法人事業税交付金 3,665 万円 1,820 万円 1,845 万円 3,665 万円
地方消費税交付金 6 億 190 万円 3 億 3,696 万円 2 億 6,494 万円 6 億 190 万円
ゴルフ場利用税交付金 2,485 万円 986 万円 1,499 万円 2,485 万円
環境性能割交付金 2,065 万円 674 万円 1,391 万円 2,065 万円
地方特例交付金 3,266 万円 3,040 万円 225 万円 3,266 万円
地方交付税 68 億 5,401 万円 44 億 2,098 万円 24 億 3,302 万円 68 億 5,401 万円
交通安全対策特別交付金 173 万円 90 万円 83 万円 173 万円
分担金及び負担金 7,366 万円 2,812 万円 4,544 万円 7,356 万円
使用料及び手数料 1 億 2,376 万円 4,453 万円 4,694 万円 9,146 万円
国庫支出金 26 億 8,065 万円 3 億 9,229 万円 13 億 4,082 万円 17 億 3,311 万円
県支出金 14 億 586 万円 2 億 46 万円 6 億 4,524 万円 8 億 4,570 万円
財産収入 2,432 万円 1,633 万円 861 万円 2,494 万円
寄附金 6 億 5,174 万円 1 億 5,167 万円 4 億 6,924 万円 6 億 2,092 万円
繰入金 16 億 8,507 万円 26 万円 ８億 3,181 万円 8 億 3,207 万円
繰越金 6 億 600 万円 6 億 600 万円 0 円 6 億 600 万円
諸収入 2 億 260 万円 6,932 万円 8,782 万円 1 億 5,714 万円
町債 15 億 2,200 万円 0 円 1 億 9,000 万円 1 億 9,000 万円
自動車取得税交付金 191 万円 0 円 191 万円 191 万円

合計 200 億 7,109 万円 86 億 900 万円 76 億 2,151 万円 162 億 3,051 万円

歳出科目 令和 5 年度予算額 支出済額
上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～ 3 月） 合計

議会費 8,974 万円 4,644 万円 3,918 万円 8,562 万円
総務費 16 億 7,559 万円 6 億 6,291 万円 7 億 4,204 万円 14 億 495 万円
民生費 50 億 3,765 万円 14 億 5,053 万円 19 億 8,500 万円 34 億 3,553 万円
衛生費 15 億 7,172 万円 9 億 3,645 万円 4 億 8,026 万円 14 億 1,671 万円
労働費 503 万円 242 万円 197 万円 439 万円
農林水産業費 14 億 8,086 万円 4 億 6,476 万円 5 億 2,656 万円 9 億 9,132 万円
商工費 14 億 167 万円 4 億 1,286 万円 3 億 572 万円 7 億 1,858 万円
土木費 16 億 7,959 万円 7 億 7,406 万円 5 億 2,453 万円 12 億 9,858 万円
消防費 7 億 2,426 万円 3 億 1,195 万円 3 億 2,027 万円 6 億 3,222 万円
教育費 15 億 7,309 万円 6 億 4,215 万円 4 億 8,152 万円 11 億 2,367 万円
災害復旧費 10 億 1,632 万円 7,045 万円 3 億 3,150 万円 4 億 194 万円
公債費 29 億 4,256 万円 8 億 478 万円 18 億 3,300 万円 26 億 3,778 万円
諸支出金 8 億 2,302 万円 958 万円 622 万円 1,580 万円
予備費 5,000 万円 0 円 0 円 0 円

合計 200 億 7,109 万円 65 億 8,934 万円 75 億 7,775 万円 141 億 6,709 万円

令和 5 年度一般会計の特徴
令和５年度（2023年度）の予算額は、前年度予算額と比較して約23億2,000万円の増額となりました。

増額となった要因は、昨年 6 月の豪雨災害による災害復旧費の増などによるものです。また主な事
業として、新しみず温泉建築事業や、物価高騰対策として町民の生活支援を目的とした有田川町応
援クーポン配布事業（第 6 弾）などを実施しました。

一般会計の予算執行状況 予算額には、前年度からの繰越事業分も含まれています。また、端数処理のた
め合計欄の数値が一致しない場合があります（以降の表についても同じ）。

（2023 年度）
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特別会計の予算執行状況
会計区分 令和 5 年度予算額 各会計の上段：収入済額、下段：支出済額

上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～ 3 月） 合計
国民健康保険事業特別会計 34 億 7,579 万円 15 億 6,504 万円 17 億 6,168 万円 33 億 2,671 万円

15 億 2,183 万円 17 億 7,046 万円 32 億 9,229 万円
後期高齢者医療特別会計 7 億 8,824 万円 1 億 2,642 万円 2 億 6,395 万円 3 億 9,036 万円

2 億 8,317 万円 4 億 5,236 万円 7 億 3,554 万円
介護保険事業特別会計 30 億 4,657 万円 12 億 7,260 万円 12 億 7,841 万円 25 億 5,100 万円

12 億 3,902 万円 14 億 6,350 万円 27 億 252 万円
特別養護老人ホーム等
事業特別会計 1,073 万円 6 万円 0 円 6 万円

6 万円 1,039 万円 1,046 万円
かなや明恵峡温泉特別会計 7,957 万円 3,216 万円 3,461 万円 6,677 万円

4,521 万円 3,382 万円 7,904 万円
岩倉財産区管理会特別会計 5 万円 0 円 0 円 0 円

0 円 0 円 0 円
粟生財産区管理会特別会計 46 万円 35 万円 0 円 35 万円

0 円 0 円 0 円
城山山林財産区管理会特別会計 205 万円 193 万円 2 万円 195 万円

0 円 0 円 0 円
八幡山林財産区管理会特別会計 288 万円 432 万円 10 万円 442 万円

26 万円 1 万円 27 万円
安諦山林財産区管理会特別会計 15 万円 4 万円 0 円 4 万円

0 円 0 円 0 円
合計 74 億 650 万円 30 億 292 万円 33 億 3,875 万円 63 億 4,167 万円

30 億 8,956 万円 37 億 3,054 万円 68 億 2,010 万円
収支不足については、基金から一時的に繰り入れて資金運用しています。

公営企業会計の予算執行状況
水道

事業会計 収入予算額
収入済額

支出予算額
支出済額

上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～ 3 月） 合計 上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～ 3 月） 合計
収益的 5 億 711 万円 2 億 2,054 万円 3 億 466 万円 5 億 2,520 万円 4 億 5,810 万円 8,325 万円 3 億 839 万円 3 億 9,164 万円
資本的 7,720 万円 0 万円 4,209 万円 4,209 万円 2 億 2,745 万円 1,981 万円 1 億 4,402 万円 1 億 6,383 万円

会計区分 借入現在高
一般会計 122 億 1,105 万円
水道事業会計 3 億 6,335 万円
簡易水道事業会計 16 億 2,683 万円
下水道事業会計 89 億 6,357 万円

合計 231 億 6,480 万円
一時借入金（一般会計および特別会計） 0 円

地方債および一時借入金の状況 基金 ( 貯金 ) の状況
会計区分 基金現在高

一般会計 122 億 8,937 万円
財政調整基金 36 億 5,064 万円
減債基金 8 億 2,885 万円
特定目的基金 78 億 988 万円

国民健康保険事業特別会計 4 億 1,130 万円
介護保険事業特別会計 4 億 5,525 万円
特別養護老人ホーム等事業特別会計 1 億 2,076 万円
下水道事業会計 6 億 8,948 万円

合計 139 億 6,617 万円

一般会計予算額を
町民 1 人当たりに換算すると…

1 人当たりの町税負担額　　12 万 7,769 円
1 人当たりに使われるお金　79 万 4,297 円
1 人当たりの町債残高　　　48 万 3,242 円

※人口：2 万 5,269 人（令和 6 年（2024 年）3 月 31 日現在）

簡易水道
事業会計 収入予算額

収入済額
支出予算額

支出済額
上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～ 3 月） 合計 上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～ 3 月） 合計

収益的 5 億 541 万円 3 億 298 万円 1 億 6,338 万円 4 億 6,636 万円 5 億 511 万円 7,362 万円 3 億 8,304 万円 4 億 5,666 万円
資本的 2 億 8,992 万円 1 億 1,500 万円 1 億 1,085 万円 2 億 2,585 万円 4 億 5,338 万円 1 億 1,673 万円 2 億 4,866 万円 3 億 6,539 万円

下水道
事業会計 収入予算額

収入済額
支出予算額

支出済額
上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～ 3 月） 合計 上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～ 3 月） 合計

収益的 10 億 7,875 万円 4 億 4,709 万円 5 億 6,586 万円 10 億 1,295 万円 9 億 6,340 万円 1 億 5,480 万円 7 億 6,981 万円 9 億 2,461 万円
資本的 14 億 7,279 万円 3 億 6,722 万円 4 億 3,061 万円 7 億 9,783 万円 18 億 6,188 万円 5 億 6,808 万円 8 億 4,126 万円 14 億 934 万円
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介護保険に
関するお知らせ

問長寿支援課（金屋庁舎）
申 長寿支援課（金屋庁舎）

　　　  住民課（吉備庁舎）
  清水行政局住民福祉室

令和 6 年（2024 年）8 月からの居住費・食費の自己負担限度額（1 日当たり）

利用者負担段階
居住費（滞在費）の限度額 食費の限度額

ユニット型
個室

ユニット型
個室的多床室
・従来型個室

多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

第１段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が
住民税非課税で、老齢福祉年金の受給者、生活保護
の受給者

880 円 550 円
(380 円） 0 円 300 円 300 円

第２段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が
住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額
＋非課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人

880 円 550 円
(480 円） 430 円 390 円 600 円

第３段階
①

世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が
住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額
＋非課税年金収入額の合計が 80 万円超 120 万円以
下の人

1,370 円 1,370 円
(880 円） 430 円 650 円 1,000 円

第３段階
②

世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が
住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額
＋非課税年金収入額の合計が 120 万円超の人

1,370 円 1,370 円
(880 円） 430 円 1,360 円 1,300 円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担額限度額は（　　）内の金額となります。
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段階 計算基礎 対象者 介護保険料
月額 年額

第 1 段階 基準額× 0.285
・生活保護を受けている人
・老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
・住民税非課税世帯で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

1,767 円 2 万 1,204 円

第 2 段階 基準額× 0.485
住民税非課税世帯で、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 
80 万円を超えて 120 万円以下の人

3,007 円 3 万 6,084 円

第 3 段階 基準額× 0.685 住民税非課税世帯で、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 120 万円を超える人 4,247 円 5 万 964 円

第 4 段階 基準額× 0.90 本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場合、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円以下の人 5,580 円 6 万 6,960 円

第 5 段階 基準額 本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場合、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円を超える人 6,200 円 7 万 4,400 円

第 6 段階 基準額× 1.20 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 7,440 円 8 万 9,280 円

第 7 段階 基準額× 1.30 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の人 8,060 円 9 万 6,720 円

第 8 段階 基準額× 1.50 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の人 9,300 円 11 万 1,600 円

第 9 段階 基準額× 1.70 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 320 万円以上 420 万円の人 1 万 540 円 12 万 6,480 円

第 10 段階 基準額× 1.90 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 420 万円以上 520 万円未満の方 1 万 1,780 円 14 万 1,360 円

第 11 段階 基準額× 2.10 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 520 万円以上 620 万円未満の方 1 万 3,020 円 15 万 6,240 円

第 12 段階 基準額× 2.30 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 620 万円以上 720 万円未満の 1 万 4,260 円 17 万 1,120 円

第 13 段階 基準額× 2.40 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 720 万円以上の方 1 万 4,880 円 17 万 8,560 円

利用者負担
3 割

次の①②の両方に該当する人
①本人の合計所得金額が 220 万円以上
②同じ世帯にいる 65 歳以上の人の
　「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　　・単身世帯：340 万円以上
　　・2 人以上世帯：463 万円以上

利用者負担
2 割

上記以外の人で、次の①②の両方に該当する人
①本人の合計所得金額が 160 万円以上
②同じ世帯にいる 65 歳以上の人の
　「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　　・単身世帯：280 万円以上
　　・2 人以上世帯：346 万円以上

利用者負担
1 割

利用者負担が 3 割・2 割以外の人
40 ～ 64 歳の人（2 号被保険者）

よ
る
申
請
が
必
要
で
、
要
件
に
該
当
す
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
法

人
に
提
出
す
る
た
め
の
「
確
認
証
」
を
交

付
し
ま
す
。

確
認
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月
の
初

日
（
1
日
）
か
ら
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
認
定
要
件
と
し
て
収
入
や
預
貯

金
な
ど
の
条
件
が
複
数
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
額
割
合
証

●
更
新
の
お
知
ら
せ

負
担
割
合
証
の
更
新
時
期
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受

け
て
い
る
方
に
、
新
し
い
介
護
保
険
負
担

割
合
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
7
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

●
有
効
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
8
月
1
日
（
木
）
か
ら
令
和
7
年

（
2
0
2
5
年
）
7
月
31
日
（
木
）

●
利
用
者
負
担

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
か

か
っ
た
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
負
担
の
割

合
分
（
1
割
・
2
割
・
3
割
）
を
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
の
割
合
は
、
所
得
な
ど
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ

れ
る
基
準
額
を
基
に
、
皆
さ
ま
の
所
得
に
応

じ
て
段
階
的
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
以
外
の
人
（
普
通
徴
収
の
人
）
は
、

町
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ

り
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

令和 6 年（2024 年）～令和 8 年（2026 年）の介護保険料の基準額　月額 6,200 円

※介護保険制度の改正により、国の標準所得段階区分に沿って、介護保険料が 13 段階に改正されました。

※
「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」
と
は
、
合
計

所
得
金
額
か
ら
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
を
除

い
た
所
得
金
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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国民健康保険税
区分 内訳区分 令和 5 年度

（2023 年度）
令和 6 年度

（2024 年度） 前年度比

医療給付費分
（加入者全員に課税）

所得割率 7.05% 7.37% 0.32％増
資産割率 15.00% 0.00% 資産割廃止
均等割額 2 万 3,500 円 3 万 1,800 円 8,300 円増
平等割額 2 万 6,900 円 2 万 2,200 円 4,700 円減

後期高齢者支援金等分
（加入者全員に課税）

所得割率 2.00% 2.17% 0.17% 増
資産割率 0.00% 0.00% 資産割廃止
均等割額 7,900 円 10,200 円 2,300 円増
平等割額 8,100 円 7,000 円 1,100 円減

介護納付金分
（介護２号被保険者：

40 歳から 64 歳の方に課税）

所得割率 1.80% 1.93% 0.13% 増
資産割率 0.00% 0.00% 資産割廃止
均等割額 9,100 円 10,800 円 1,700 円増
平等割額 6,000 円 5,500 円 500 円減

合計
所得割率 10.85% 11.47% 0.62% 増
資産割率 15.00% 0.00% 資産割廃止
均等割額 4 万 500 円 5 万 2,800 円 12,300 円増
平等割額 4 万 1,000 円 3 万 4,700 円 6,300 円減

令和 5 年度
（2023 年度）

令和 6 年度
（2024 年度）

医療分 65 万円 65 万円

支援金分 22 万円 24 万円

介護分 17 万円 17 万円

合計 104 万円 106 万円

賦課限度額の一部変更
国民健康保険税の後期高齢者支援金分について、

賦課限度額が 22 万円から 24 万円に変更になりました。

令和 6 年度（2024 年度）から資産割の廃止

に関するお知らせ
問税務課（吉備庁舎）

軽減基準額の見直し
令和 6 年度（2024 年度）の国民健康保険税の 2 割・5 割軽減の判定基準額（計算式の数値）が見直しにな

りました。軽減を受けることができる世帯の基準額は、下の表の計算で確認できます。

国民健康保険税の納税義務者、世帯に属する被保険者、および特定同一世帯所属者の総所得金額などの合
計が、表の計算方法により算出された基準額を下回れば、課税する均等割・平等割が該当する割合の軽減を
受けることができます。軽減を受けるための申請は必要ありませんが、未申告者が一人でもいれば軽減を受
けることができません。収入の有無に関わらず所得申告が必要です。

※特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療へ移行された方で、後期高齢者医療の被保険者となった後も世帯主が変
わらず同一の世帯に属する方のことです。

軽減割合 軽減判定基準額
2 割 43 万円＋国保加入者数（特定同一世帯所属者数含む）× 54 万 5,000 円＋ 10 万円×（給与所得者等の数－ 1）以下
5 割 43 万円＋国保加入者数（特定同一世帯所属者数含む）× 29 万 5,000 円＋ 10 万円×（給与所得者等の数－１）以下
7 割 43 万円＋ 10 万円×（給与所得者等の数－ 1）以下

令 和 6 年 度（2024 年 度 ）
の国民健康保険税の税率に
ついては右の表のとおりで
す。和歌山県内の保険税水
準の統一に向けて、段階的
に税率を変更していく予定
です。

有田川町では今年度から
資産割を廃止し、所得割お
よび均等割を増加させ、平
等割を減少させています。

前納納付書の廃止
令和 4 年度（2022 年度）までは、一部の方

を除いて前納納付書（1 枚）と 1 ～ 8 期までの
納付書（8 枚）の合計 9 枚を送付していました
が、二重納付防止などの理由から前納の納付
書を廃止しています。前納で納付される場合
は、１期から８期までの全ての納付書を一括
でご利用いただき、窓口や決済アプリなどで
の納付をお願いします。
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おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

今北 喜美代　さん（101 歳）

できることは自分で！

家族には世話を掛けないように、「できることは
自分でする」ことを大切にしている今北さん。

バターを塗ったトーストに黒豆や大根を乗せた朝
食を用意し、洗濯も干す・取り入れる・畳むまで一
連の家事を自分で行います。

また、1 日 1 回は外へ出ることを心掛け、歩行車
で庭の散歩や花壇の草引きをするのが日課です。

いつまでも元気に体を動かせるように、100 を数
えながらの腕と足の曲げ伸ばしや、起き上がり運動
を毎日欠かしません。その努力の積み重ねで、今北
さんの歩く足取りは軽やかで、今回写真撮影をした
職員も驚くほどでした。

体を動かすことだけではなく、考え方も前向きで、
「自分ができる範囲で周囲にも関わる」という気持
ちを大切に日々を過ごしています。

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

有田川町要援護者
SOS ネットワーク事業

認知症などにより外出したまま自宅に帰れなく
なった高齢者などの早期発見、早期保護のための仕
組みです。
地域包括支援センターへ事前に登録すると、役場
総務課および有田湯浅警察署で情報共有します。
もし、当該高齢者などが行方不明になった場合は、
警察署へ行方不明届を出してください。
事前に登録をしておくと、よりスムーズに、関係
機関で連携を図り、情報発信や近隣市町に協力要請
を行うことができます。

地域包括支援センター（金屋庁舎）　☎ 22-4502

ご存じですか？ ●対象者／認知症や知的障害などにより、行
方知れずになる可能性のある方

●登録に必要なもの
1. 有田川町要援護者 SOS ネットワーク事業

事前登録届（町ホームページからダウン
ロードしていただくか、長寿支援課窓口で
も用紙は備えています）

2. 写真 2 枚（顔写真、全体写真）

高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。
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●
主
な
応
急
処
置

・
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通

し
の
良
い
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
避

難
す
る
。

・
衣
服
を
緩
め
、
体
を
冷
や
す
。

・
水
分
や
塩
分
を
補
え
る
経
口
補
水
液
な

ど
を
取
る
。

※
応
急
処
置
し
て
も
症
状
が
改
善
さ
れ
な

い
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応
答
が
お
か

し
い
と
き
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

 

熱
中
症
予
防

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
喉
の
渇
き

を
感
じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
・

塩
分
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時

に
は
、
外
出
を
な
る
べ
く
控
え
、
暑
さ
を

避
け
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
で
は

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
す
る
。

 

熱
中
症
と
は

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長

時
間
い
る
こ
と
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
屋
外
だ
け
で

な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き
で
も

発
症
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
緊
急
搬
送

さ
れ
た
り
、死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と
と

も
に
、 

周
囲
に
も
気
を
配
り
、
熱
中
症
に

よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
軽
症

目
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
筋
肉
痛
・
汗

が
止
ま
ら
な
い
・
手
足
の
し
び
れ

●
中
等
症

頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
・
脱

力
感
・
虚
脱
感
・
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

●
重
症

返
事
が
お
か
し
い
・
意
識
消
失
・
け
い

れ
ん
・
体
が
熱
い

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
・
す
だ
れ
・
打
ち
水
を

利
用
す
る
。

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
。

・
暑
さ
指
数
で
あ
る
W
B
G
T
（
※
）

を
参
考
に
す
る
。

●
屋
外
で
は

・
日
傘
の
使
用
や
帽
子
を
着
用
す
る
。

・
日
陰
の
利
用
や
こ
ま
め
な
休
憩
を
す
る
。

・
天
気
の
良
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を
で

き
る
だ
け
控
え
る
。

●
体
の
蓄
熱
を
避
け
ま
し
ょ
う

・
通
気
性
が
よ
く
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の

あ
る
衣
服
を
着
用
す
る
。

・
保
冷
剤
・
氷
・
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

体
を
冷
や
す
。

※
W
B
G
T
（
暑
さ
指
数
）
は
人
体
と

外
気
と
の
熱
の
や
り
と
り
（
熱
収
支
）

に
着
目
し
た
指
標
で
、
人
体
の
熱
収

支
に
与
え
る
影
響
の
大
き
い 

①
湿
度
、 

②
日
射
・
輻ふ
く
し
ゃ射

な
ど
周
辺
の
熱
環
境
、 

③
気
温
の
３
つ
を
取
り
入
れ
た
指
標
で

す
。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

あわてないで！応急処置

●日時／7月 23日（火）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／10組程度
●講師／有田川町消防士
●参加費／無料
●申込／7月 9日（火）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（7月5日・12日・19日・26日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。
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子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

7 月 4 日（木）金屋文化保健センター
7 月 08 日（月）清水保健センター
7 月 18 日（木）金屋文化保健センター
8 月 01 日（木）金屋文化保健センター
8 月 15 日（木）金屋文化保健センター

※清水保健センターは、9:30 ～ 11:00
　10:30 ごろから保育士による育児サロンも併せて
行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和6年（2024年）3月生まれ］
　7月 23日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和5年 (2023年）8月生まれ］
　7月 2日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和4年（2022年）11月生まれ］
　7月 17日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和4年（2022年）4月生まれ］
　7月 24日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和2年（2020年）12月生まれ］
　7月 09日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00

おとな こども
健康 応援 スケジュール

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

8 月 3 日（土） 申込期限：7 月 3 日（水）
8:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房
8 月 18 日（日） 申込期限：7 月 18 日（木）
8:00 ～ 9:20	 きび保健福祉センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房
9 月 24 日（火） 申込期限：8 月 23 日（金）
08:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房

10 月 10 日（木）	 申込期限：9 月 10 日（火）
08:00 ～ 9:00	 清水保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

7 月 04 日（木）、8 月 01 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

7 月 03 日（水）　金屋文化保健センター
一般健康相談、骨密度測定
運動教室「関節を整え体の流れを改善エクササイズ」
栄養講座「腸から健康に！」
8 月 07 日（水）　金屋文化保健センター
一般健康相談、骨密度測定
運動教室「リズムに合わせて脳トレ」
栄養講座「脂質の正しいとり方」

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
申し込みは健康推進課（金屋庁舎）また
は清水行政局住民福祉室まで。右の二次
元コードからも申し込みが可能です。

実施時間
19:30～20:30

あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和6年（2024年）5月）

加入者数 6,871 人

支払額 3 億 1,968 万円

1 人当たりの医療費
4 万 6,526 円

（前年同月 4 万 4,301 円）

令和 5 年度（2023 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,634 円／月

49 万 9,608 円／年
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毎
年
、
各
地
で
台
風
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
台
風
に
よ
る
被
害
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
事
前
の
対
策

・
ベ
ラ
ン
ダ
の
排
水
溝
を
掃
除
す
る
。

・
風
で
飛
ば
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

は
、
屋
内
に
取
り
込
む
。

・
窓
か
ら
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
窓
枠
に

新
聞
紙
や
雑
巾
を
詰
め
る
。

・
停
電
や
断
水
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
携
帯
電
話
を
充
電
し
、
飲
料

水
を
準
備
し
て
お
く
。

・
事
前
に
食
料
の
買
い
出
し
な
ど
を
行

い
、
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
な
ど
の
熱
源
を

準
備
し
て
お
く
。

天
気
予
報
な
ど
で
、
最
新
の
台
風
情
報

を
確
認
し
、
事
前
準
備
を
確
実
に
行
い
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
「
お
も
ち
ゃ

花
火
」
は
、
レ
ジ
ャ
ー
先
や
各
家
庭
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
楽
し
め
る
身
近
な
物

で
す
。し
か
し
、「
お
も
ち
ゃ
花
火
」と
い
っ

て
も
火
薬
を
原
料
と
し
て
い
る
た
め
、
使

い
方
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
で
す
。
誤
っ

た
使
用
に
よ
る
火
災
や
負
傷
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
ル
ー
ル
を
守
り
楽
し
い

夏
の
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
も
ち
ゃ
花
火
の
使
い
方

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読

み
、
必
ず
守
る
。

・
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い

物
の
近
く
で
遊
ば
な
い
。

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
付
け
な
い
。

・
事
前
に
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
終
わ
っ

た
後
は
必
ず
消
火
す
る
。

・
花
火
を
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
だ
け
で

遊
ば
せ
な
い
。

お
も
ち
ゃ
花
火
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
に

水
難
事
故
に
注
意

 

　

夏
は
多
く
の
人
が
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
季
節
で
す
。
水
辺
で
の
ト
ラ
ブ
ル

は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

●
遊
泳
す
る
と
き
の
注
意
点

・
水
流
が
速
い
場
所
や
深
い
場
所
は
避
け

る
。

・
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
や
飲
酒
時
は
泳

が
な
い
。

・
保
護
者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な

い
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
水
遊
び
は

さ
せ
な
い
。

●
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
避
難

・
注
意
報
や
警
報
が
出
た
と
き
。

・
雷
が
聞
こ
え
た
と
き
。

・
水
か
さ
が
増
え
、川
の
水
が
濁
っ
た
り
、

上
流
か
ら
流
木
や
落
ち
葉
が
流
れ
て
き

た
と
き
。

人
が
溺
れ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
は
、

絶
対
に
慌
て
て
飛
び
込
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
助
け
よ
う
と
し
た
人
が
溺
れ
て
亡
く

な
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

訓
練
を
受
け
て
い
な
い
人
が
溺
れ
て
い

る
人
を
助
け
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。

す
ぐ
に
周
り
の
人
に
伝
え
、
１
１
９
番
通

報
し
、
浮
き
輪
な
ど
の
浮
力
の
あ
る
も
の

を
投
げ
入
れ
て
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

火
災　
…　
2
件

救
急　
…　
5
5
0
件

救
助　
…　
5
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

5
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日 19 時～翌朝 9 時、土日祝 9 時～翌朝 9 時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら　
火
の
用
心
」

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う
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×

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

盆
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
7
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
、

次
の
し
尿
収
集
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
7
月
18
日
（
木
）
を
過
ぎ
る
と
、
盆
ま

で
に
く
み
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
収
集
業
務
は
8
月
11
日
（
日
）
～
18
日

（
日
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

●
吉
備
・
金
屋
地
域

・
上
田
衛
生　

☎
５
２
‐
４
５
８
２

・（
有
）
武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

●
清
水
地
域

・（
有
）
武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

環
境
セ
ン
タ
ー
で

処
分
で
き
な
い
も
の

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
も
の

は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
は
専
門
業
者
か
処
理
業
者
に
処
理
を
委

託
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）
と
パ
ソ
コ
ン
（
P
C
マ
ー

ク
の
付
い
て
い
る
も
の
）

※
購
入
し
た
店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

対
象
店
舗
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
農
業
用
資
材（
マ
ル
チ
シ
ー
ト
・
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
・
肥
料
袋
・
農
薬
の

瓶
や
袋
・
薬
散
ホ
ー
ス
・
防
風
ネ
ッ
ト
・

田
の
波
板
な
ど
）

●
草
刈
り
機
の
刃

●
産
業
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の

●
廃
油

●
れ
ん
が
・
石
・
土
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
※
尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
に
搬
入
で
き
ま

す
。
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

●
金
庫

●
自
動
車
や
単
車
の
本
体
お
よ
び
部
品

（
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
エ
ン
ジ
ン

な
ど
）

●
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
（
塩
ビ
管
・
雨
ど

い
な
ど
）

●
消
火
器

●
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
（
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
出
せ
ま
す
が
中
身
を
完
全
に
抜
い
て

く
だ
さ
い
。）

●
ワ
イ
ヤ
ー
お
よ
び
ロ
ー
プ
（
家
庭
用
の

ロ
ー
プ
は
出
せ
ま
す
が
、
20
㎝
程
度
に

切
っ
て
く
だ
さ
い
。）

●
漁
網

●
モ
ー
タ
ー

●
パ
レ
ッ
ト

●
石
こ
う
ボ
ー
ド

●
浴
槽

●
断
熱
材

盆
前
の「
し
尿
の
く
み
取
り
」

環
境
の
日
で
あ
る
6
月
5
日
（
水
）
当

町
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

宣
言
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

有
田
川
町
は
、
町
名
の
由
来
に
も
な
っ

て
い
る
有
田
川
が
町
の
中
央
を
流
れ
、
そ

の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
育
っ
た

農
産
物
と
、
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然
が
調

和
し
た
景
観
が
自
慢
の
町
で
す
。し
か
し
、

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
気
象
災
害
が
世

界
各
地
で
頻
発
・
激
甚
化
し
、
本
町
に
お

い
て
も
台
風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中

豪
雨
な
ど
で
土
砂
崩
れ
や
浸
水
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
自
然
環
境
と
住
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
今
、
私
た
ち
に
は
、
こ
の
地
域
を
含

め
た
き
れ
い
な
地
球
を
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
責
任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
有
田
川
町
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ご
み
の
減
量
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
全
体
で
一

丸
と
な
っ
て
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
有
田
川
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
表
明

  

家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
4
月

約
3
2
2
ト
ン

前
月
か
ら
約
37
ト
ン
の
増
加
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問こども教育課（金屋庁舎）
校外学習 ・自然教室

5 月 9 日（木）に片男波と県立自然博物館に全
校児童 46 人で行ってきました。

片男波で環境アドバイザーの土井先生に教えても
らいながら磯観察をしました。触ってもいいクラゲ
があること、カニの見つけ方などを学びました。海
で食べるお弁当は最高でした。

また、県立自然博物館では大きな水槽で魚を見
たり、バックヤードを見学したりしました。

石垣小学校　春の校外学習

石垣中学校　五感で感じろ！自然の美
5 月 9 日（木）・10 日（金）に、「五感で感じろ！自

然の美」をスローガンに紀北青少年の家周辺において、
自然教室を行いました。３学年の縦割り班で活動し、
真田ミュージアムを見学し、真田家についての歴史を
学んだ後、青少年の家で野外炊飯でカレー作りや、グ
ラウンドゴルフ体験を行いました。お互いに協力しな
がら、自然や歴史に親しんだ２日間となりました。
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原画展
ヒサクニヒコ絵本原画展

期間／ 7 月 31 日（水）まで
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 7 月 9 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　

おはなし会
①日程／ 7 月 7 日（日）・14 日（日）

 　　　　　21 日（日）・28 日（日）
時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 7 月 13 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

今月の移動図書館

全館臨時休館日／ 7 月 11 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

7 月 4 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
7 月 10 日（水）　し み ず 園　15:30 ～ 16:00
7 月 12 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
7 月 17 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15

　ブックラザ
　「きんぎょ風鈴をつくろう」
　日時／ 7 月 25 日（木）10:30 ～約 60 分

場所／金屋図書館 
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組　※申し込み不要

新着図書案内
■一般書
告白撃　……………………………… 住野よる／著
教祖の作りかた　…………………… 真梨幸子／著
カフネ　……………………………… 阿部暁子／著
迷子手帳　……………………………… 穂村弘／著
東京ハイダウェイ　………………… 古内一絵／著
詐欺師と詐欺師　…………………… 川瀬七緒／著
人斬り以蔵の道理　………………… 吉川永青／著

■児童書
まほうのマーマレード
……………………… 茂市久美子／作　ゆうこ／絵

いいわけはつづくよどこまでも
………………………… 岡田淳／作　田中六大／絵

もりのはなやさん　…… ふくざわゆみこ／作・絵

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止ま
たは実施内容が変更される場合があります。最新の情報は、
町ホームページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い
合わせください。
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お知らせお知らせ

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

４
月
の
人
権
機
関
有
田
川
定
期
総
会
の

後
に
、
明
治
時
代
に
お
け
る
「
ア
イ
ヌ
同

化
対
策
と
ア
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
カ
ル

チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
に
よ
る
と
「
異
な
っ
た
文
化
を
持
っ
た

人
々
の
集
団
同
士
が
お
互
い
に
持
続
的
な

直
接
的
接
触
を
し
た
結
果
、
そ
の
一
方
ま

た
は
両
方
の
集
団
の
元
々
の
文
化
型
に
変

化
を
起
こ
す
現
象
」
と
の
こ
と
で
す
。

講
師
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
民

族
は
、
北
海
道
で
カ
ム
イ
（
神
）
を
敬
い

な
が
ら
自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
暮
ら

す
民
族
で
し
た
が
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て

強
制
的
に
同
化
さ
せ
ら
れ
、
伝
統
的
な
生

活
習
慣
や
文
化
は
徐
々
に
消
滅
し
て
い
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
先
日
の
N
H
K
で
ア
イ
ヌ
民

族
２
世
や
３
世
に
よ
る
儀
式
の
復
活
が
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
番
組
に
よ
る
と
、

当
時
の
日
本
政
府
は
ロ
シ
ア
帝
国
と
の
領

土
緊
張
の
高
ま
り
に
よ
り
、
北
の
国
境
獲

得
の
た
め
や
、
近
代
国
家
の
早
急
な
成
立

を
目
的
と
し
た
資
源
確
保
の
た
め
に
、
北

海
道
の
併
合
を
急
い
だ
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
他
国
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
お
い
て
も
似
た

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
大
集
団

と
対
峙
し
た
場
合
、
や
は
り
小
集
団
は
半
強

制
的
に
同
化
さ
せ
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
現
代
の
社
会
も
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ（
多
数
派
）と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
少
数
派
）

で
で
き
て
い
ま
す
が
、
昔
と
違
っ
て
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
か
ら
の
声
も
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ

な
地
域
で
文
化
や
、
宗
教
、
政
治
形
態
な
ど

の
違
い
に
よ
る
国
や
民
族
同
士
の
争
い
が
続

い
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
、
チ

ベ
ッ
ト
と
中
国
、ガ
ザ
地
区
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、

そ
れ
ぞ
れ
に
国
境
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
を

挟
ん
で
い
て
も
近
辺
の
人
々
は
仲
良
く
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
講
演
を
終
え
、
国
家
や
民
族
間

の
大
き
な
問
題
か
ら
、
身
の
回
り
の
人
付

き
合
い
の
こ
と
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
文
明
社

会
な
の
で
す
か
ら
、
武
力
行
使
は
論
外
で

す
よ
ね
。
平
和
を
守
る
た
め
の
武
器
が
相

手
を
負
か
す
た
め
の
武
器
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

現
在
を
生
き
る
私
た
ち
、
い
ろ
い
ろ
な

違
い
は
あ
っ
て
も
、
他
人
（
他
国
民
、
他

民
族
）
を
尊
重
し
、
あ
く
ま
で
も
話
し
合

い
で
物
事
を
解
決
し
た
い
も
の
で
す
ね
。    

人
権
機
関
有
田
川
副
会
長　

亀
井 

道
子

人
権
啓
発
標
語
募
集

ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る

講
演
を
聞
い
て

●
応
募
対
象
／
町
内
に
在
住
も
し
く
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●
内
容
／
「
た
す
け
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
標
語

●
応
募
期
間
／
7
月
9
日
（
火
）
～
8
月

28
日
（
水
）
必
着

●
入
賞
／
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）・
中

学
生
の
部
・
小
学
生
の
部
の
三
部
門
で
若

干
数
を
選
考
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

●
展
示
／
人
権
標
語
作
品
集
や
啓
発
用
教

材
な
ど
に
使
用
し
、広
く
活
用
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
作
品
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

学
校
名
と
学
年
（
学
生
の
場
合
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
載
し
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
／
応
募
は
一
人
一
作
品
ま
で
で

す
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原

則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
品

の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

●
応
募
先

　

〒
6
4
3
‐
0
0
2
1

　

有
田
川
町
下
津
野
2
0
1
8
番
地
4

　

人
権
機
関
有
田
川
事
務
局（
総
務
課
内
）

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 7 月 18 日（木）13:00~16:00
●場所／金屋文化保健センター 2 階 応接室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

応募用二次元コード
（一般の部門のみ）
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（令和 6年（2024 年）5月末日現在）

人口 2万 5,187 人
男 1万 1,949 人
女 1万 3,238 人

1 万 735 世帯

交通事故発生件数
（5月中、物損含む）

有田川町 59 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

｝
城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

相 

談

◆
◆
◆

7
月
の
行
政
相
談

●
7
月
18
日
（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

学
校
に
行
け
な
い
・
行
き
に
く
い

子
を
持
つ
親
の
つ
ど
い
２
０
２
４

不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
交
流
会

で
す
。
語
り
合
う
こ
と
で
子
ど
も
の
思
い

が
見
え
た
り
、
心
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
緒
に
ゆ
っ
た
り
語
り
合
い
な

が
ら
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
短
時
間
の

参
加
や
、
お
話
を
聞
く
だ
け
で
も
大
丈
夫

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
7
月
13
日
（
土
）、
9
月
14
日

（
土
）、
11
月
9
日
（
土
）、
令
和
7
年

（
2
0
2
5
年
）
1
月
25
日
（
土
）、

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
2
月
15

日
（
土
）
い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
12
時

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

●
申
し
込
み
／
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
の

L
I
N
E
ま
た
は
メ
ー
ル
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
引
き
こ
も
り
で
悩
ま
れ
て
い
る
ご
家
族

も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

か
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
回
の
お
申
し
込
み
は
開
催
日
３
日
前

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問

N
P
O
法
人
P
e
e
r
心
理
教
育

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

E
L
‐

B
A
S
E
（
え
る
・
べ
ー
す
）

保 

険

◆
◆
◆

「
国
民
健
康
保
険　
　
　
　
　
　

高
齢
受
給
者
証
」
の
更
新

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」

の
有
効
期
限
が
、
7
月
31
日
（
水
）
で
切

れ
る
た
め
、
7
月
下
旬
に
新
し
い
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
郵
送
交
付
し
ま
す
。
8
月

1
日
（
木
）
か
ら
は
、
必
ず
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合

70
歳
か
ら
医
療
機
関
な
ど
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
一
部
負
担
金
の
割
合
は

・
現
役
並
み
所
得
者
／
3
割

・
そ
の
他
の
方
／
2
割

と
な
り
ま
す
。
一
部
負
担
金
の
割
合
は
受

給
者
証
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

国
民
健
康
保
険

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
手
続
き
な
し
で
高
額
医
療
の
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
れ
ば
、
医
療

機
関
窓
口
で
限
度
額
認
定
証
の
提
示
が
な

く
て
も
、
高
額
療
養
費
制
度
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
限
度
額
認
定
証
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
／
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
75
歳
未

満
で
過
去
1
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
て
い
る
方

有
効
期
限
が
７
月
31
日
（
水
）
に
な
っ

て
い
る
右
記
の
認
定
証
は
、
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
８
月
１
日
（
木
）
以
降
に

申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
保
険
証
・
窓

口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
一
部
条
件
に
よ
り
免
除
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

＜メール＞

＜ LINE＞
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用
で
き
る
資
産
（
直
ち
に
処
分
が
難
し
い

も
の
は
除
く
）
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
世
帯
以
外
の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
7
月
31
日

（
水
）
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
該
当
者
に

は
、
案
内
と
申
請
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
持
参
の
上
、
更
新
手
続
き
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
請
時
に
８
月
以
降
お
使

い
い
た
だ
け
る
新
し
い
受
給
者
証
を
お
渡

し
し
ま
す
。

受
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

で
現
在
受
給
さ
れ
て
な
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
世
帯
全
員

の
住
民
税
が
非
課
税

・
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
支
給
要
件

児
童

※
65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
右
記
要
件
に
該
当

す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

医 

療

◆
◆
◆

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

満
67
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
助
成
制
度
で

す
。
所
得
や
資
産
の
保
有
状
況
を
審
査
の

上
適
用
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
更
新
の
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

7
月
中
に
案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
に
な
り
、
手

続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
、
資
格
の
適
用
も
遅
れ
る
場
合
が

あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

で
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件

①
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
の
合
計
が
次
の
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
（
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
な
ど
あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む
）。

　

１
人　

１
０
０
万
円

　

２
人　

１
４
０
万
円

　

３
人　

１
８
０
万
円

※
以
後
１
人
増
え
る
ご
と
に
40
万
円
加
算

③
預
貯
金
・
国
債
・
株
式
な
ど
が
３
５
０

万
円
×
世
帯
人
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
現
在
お
住
ま
い
の
土
地
・
家
屋
以
外
の
活

（
令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

【
例
②
】
今
ま
で
１
割
だ
っ
た
方
が
３

割
負
担
に
変
更
と
な
る
場
合
／
「
３
割

（
令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の

一
体
化
に
関
す
る
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
な
ど
の
一
部
改
正
法

（
令
和
５
年
法
律
第
48
号
）
の
施
行
に
よ

り
令
和
６
年
（
2
0
2
4
年
）
12
月
２

日
（
月
）
以
降
、
現
行
の
被
保
険
者
証
が

廃
止
と
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
（
2
0
2
4
年
）
12
月
１

日
（
日
）
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
被
保
険
者

証
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
で
あ
る
令
和

７
年
（
2
0
2
5
年
）
７
月
31
日
（
木
）

ま
で
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

12
月
２
日
（
月
）
以
降
に
被
保
険
者
証

の
再
交
付
を
受
け
る
場
合
や
、
新
た
に
75

歳
に
な
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
、
利
用
登

録
が
な
い
方
や
国
が
定
め
る
理
由
に
よ
り

申
請
さ
れ
た
方
は
「
資
格
確
認
書
」
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　
　
　

　
 

被
保
険
者
証
の
色
が　
　
　

　
「
薄
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
に

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

の
有
効
期
限
が
7
月
31
日
（
水
）
で
切
れ

る
た
め
、
更
新
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
「
薄
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
で
す
。
7
月
初

旬
ご
ろ
か
ら
順
次
郵
便
（
簡
易
書
留
）
で

送
付
予
定
で
す
。

●
今
回
お
届
け
す
る「
薄
い
オ
レ
ン
ジ
色
」

の
保
険
証
の
使
用
は
、
お
手
元
に
届
い

た
日
か
ら

新
し
い
保
険
証
が
届
く
ま
で
は
、
現
在
お

持
ち
の
保
険
証（
水
色
）を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
現
在
お
持
ち
の
「
水
色
」
の
保
険
証

「
水
色
」
の
保
険
証
は
8
月
1
日
（
木
）

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。新
し
い
保
険
証（
薄

い
オ
レ
ン
ジ
色
）
が
お
手
元
に
届
き
次
第
、

水
色
の
保
険
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
処
分
の
際
は
、
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水

行
政
局
住
民
福
祉
室
に
お
越
し
の
際
に

ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
住
所
や
氏
名
が

他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
ご
自
分
で
細

か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

・
令
和
6
年
度
（
２
０
２
4
年
度
）
住
民

税
の
課
税
所
得
等
に
よ
り
、
一
部
負
担

金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
例
①
】
今
ま
で
１
割
だ
っ
た
方
が
２

割
負
担
に
変
更
と
な
る
場
合
／
「
２
割

お知らせお知らせ
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年 

金

◆
◆
◆

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が　
　

困
難
な
と
き
は

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は

「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
令
和
6
年
度（
２
０
２
４
年
度
）の
申
請
書

の
受
け
付
け
開
始
日
／
7
月
1
日
（
月
）

※
申
請
・
審
査
対
象
期
間
は
、
令
和
6
年

（
2
0
2
4
年
）
7
月
か
ら
令
和
7
年

（
2
0
2
5
年
）
6
月
。

※
令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
以

前
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
期
間
に
つ

い
て
も
、
申
請
日
か
ら
2
年
1
カ
月
前

の
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
書
提
出
先

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
・
各
出
張
所

・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
国
民
年
金
手

帳
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー

ド
の
い
ず
れ
か
一
つ

・
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
離
職
票
（
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
て
申

請
す
る
場
合
）

●
免
除
・
猶
予
の
審
査

免
除
の
場
合
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
所
得
、
猶
予
の
場
合
は
、
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
に
よ
り
審
査
さ

れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
追
納

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
各
月
か
ら

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
申
し
出
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
追
納
す
る
対
象
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
8
月
8
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
8
月
18

日
（
日
）
～
21
日
（
水
）【
身
体
検
査
、

口
述
】
8
月
24
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
3
日
（
火
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）　

の
い
ず
れ
か
１
日

・
試
験
会
場
／【
20
・
21
日
】和
歌
山
県
民

文
化
会
館 

（
和
歌
山
市
）・【
22
日
】和

歌
山
県
J
A
ビ
ル
（
和
歌
山
市
）

●
航
空
学
生

・
資
格
／
【
海
】
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者
【
空
】
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳
以
上
24
歳

未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
5
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
16
日
（
月
・
祝
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
17
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
11
月
2
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
大
学
附
属
中
学
校

（
和
歌
山
市
）・
新
宮
高
校
（
新
宮
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
9
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
19
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル（
和

歌
山
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

看
護
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
2
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
12
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
19
日
（
木
）
ま
で

※
第
1
回
の
募
集
状
況
で
募
集
が
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
9
月
29

日
（
日
）
～
10
月
2
日
（
水
）【
口
述
】

10
月
6
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
53
歳
～
55
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
19
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
28
日
（
土
）、29
日
（
日
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部	

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１

　
E-m

ail  w
akayam

a.pco-arita@
rct.gsdf.m

od.go.jp
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放
送
大
学　

入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
10
代
か
ら
1
0
0
歳
代
ま
で
の
幅
広

い
世
代
、
約
8
万
5
千
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

・
授
業
に
は
3
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

B
S
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視

聴
す
る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る

授
業
が
あ
り
ま
す
。

・
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
3
0
0
以

上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
8
月
31
日
（
土
）
ま
で

・
第
2
回
／
9
月
10
日
（
火
）
ま
で

問

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

●
受
付
場
所
／
こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁

舎
）

●
勤
務
条
件
な
ど

・
任
用
期
間
／
任
用
開
始
日
か
ら
令
和
7

年
（
2
0
2
5
年
）
3
月
31
日
（
月
）

※
再
度
任
用
に
な
る
場
合
は
、
年
度
ご
と

に
勤
務
実
績
や
健
康
状
態
を
考
慮
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

・
勤
務
時
間
／
週
5
日
（
土
日
祝
日
が
週

休
日
）、
8
時
30
分
～
16
時
45
分
（
休

憩
45
分
）

※
必
要
に
よ
り
、
勤
務
時
間
を
超
え
る
勤

務
お
よ
び
土
日
祝
日
の
勤
務
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
勤
務
場
所
／
町
内
公
立
認
定
こ
ど
も

園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ

か
・
報
酬
な
ど
／
基
本
報
酬
月
額

17
万
5
9
5
3
円
（
ク
ラ
ス
担
任
を

し
て
い
た
だ
く
場
合
の
報
酬
は
、
月
額

18
万
円
）、
時
間
外
勤
務
に
対
す
る
報

酬
、
費
用
弁
償
（
通
勤
手
当
相
当
分
）、

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

・
福
利
厚
生
／
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

・
休
暇
／
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇

●
そ
の
他
／
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）募
集

●
募
集
職
種
／
保
育
士

●
募
集
予
定
人
数
／
3
人
程
度

●
職
務
内
容
／
町
内
公
立
認
定
こ
ど
も
園

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
保

育
業
務

●
受
験
手
続
き

・
申
込
用
紙
の
交
付
／
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
こ
ど
も

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
84

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
名
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
、
こ
ど
も
教
育

課
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
書
類
／
有
田
川
町
会
計
年
度
任
用

職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
顔
写
真
貼

付
）、
有
田
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員

採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
保
育
士
資

格
取
得
（
見
込
み
）
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

・
申
し
込
み
方
法
／
提
出
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
教
育
課
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
郵
送
す
る
場
合
は
、
必
ず
簡
易
書

留
郵
便
と
し
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
以
外
に
よ
る
不
着
の
問
題
に
つ

い
て
は
、一
切
対
応
い
た
し
か
ね
ま
す
。

●
受
付
期
間
／
8
月
16
日
（
金
）
ま
で
。

以
降
は
定
員
に
達
し
次
第
終
了
。

お知らせお知らせ
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ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
先
を
募
集

有
田
川
町
の
友
好
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
準
州

パ
ー
マ
ス
ト
ン
市
の
中
高
生
・
教
員
の
日

本
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
）
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

●
受
け
入
れ
期
間
／
9
月
8
日
（
日
）
～

16
日
（
月
・
祝
）
予
定

※
期
間
中
の
９
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
社
会
教
育

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

案 

内

◆
◆
◆

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

屋
外
広
告
物
は
、
身
近
な
情
報
手
段
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
街
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
す
る
た
め
に

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
ら
ん
す
る
と

街
の
景
観
や
風
致
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
和
歌
山
県
で
は
良
好
な
景
観

の
形
成
、
ま
た
は
、
風
致
の
維
持
お
よ
び
公

衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

屋
外
広
告
物
が
適
正
に
掲
出
さ
れ
る
よ
う
和

歌
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
ル
ー
ル
を

定
め
て
お
り
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
際

は
町
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
和
歌
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
詳
細

に
つ
い
て
は
和
歌
山
県 

県
土
整
備

部 

都
市
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.pref.w

akayam
a.

lg.jp/prefg/080900/index.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

お知らせお知らせ

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

手首を軸にくるんと指先を自分の顔側に
向けて閉じた指先をおでこに付けます。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「ま○」
手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは「馬」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
英語で言うと imitation

ありだがわ防災・
行政ナビの登録を

防災無線の放送内容や
ハザードマップ、緊急情報
を確認できます。「ライフ
ビジョンアプリ」をインス
トールしてください。無料
で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )

21 広報ありだがわ　2024.7



お知らせお知らせ
「
新
し
み
ず
温
泉
」
の
完
成
お
よ
び

有
田
川
町
民
対
象
プ
レ
オ
ー
プ
ン

特
徴
的
な
八
角
形
で
清
水
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
「
し
み
ず

温
泉
」
は
、
オ
ー
プ
ン
後
三
十
有
余
年
が

経
ち
、
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
昨
年
よ
り
新
し
み
ず
温
泉
の
建
設

を
着
手
し
、
7
月
23
日
（
火
）
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
般
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、

有
田
川
町
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
の
機
会
を
設
け
ま
す
。
新
し
い

温
泉
施
設
の
完
成
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ま
か
ら
も
町
内
外
に
P
R
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
程
／
7
月
11
日
（
木
）
～
13
日
（
土
）

●
料
金（
プ
レ
オ
ー
プ
ン
時
の
限
定
価
格
）

・
一
般
／
5
0
0
円

・
小
学
生
以
下
・
65
歳
以
上
・
身
体
障
害

者
／
3
0
0
円

問

産
業
振
興
室

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

下
水
道
課

清水プール
期間／ 7 月 20 日（土）～ 8 月 25 日（日）
時間／ 13:00 ～ 15:00

二川プール
期間／ 7 月 20 日（土）～ 8 月 25 日（日）
　　　期間中の火・木・土・日
時間／ 13:00 ～ 15:00

※安諦小学校プールについては、開放は行いません。
※小学生以下が使用するときは、必ず一般成人である
　責任者が同伴すること。中学生は 1 人で使用しないこと。
※悪天候の場合や都合により、プールの開放を中止することが

あります。

長谷川プール
長谷川プール周辺で工事車両の通行量が増

加しており、来場者の安全の確保が困難なた
め、令和 6年度（2024 年度）の施設の利用
を中止します。大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解いただきますようお願いします。

プール開放日時（一般開放）

7/13（土）

開催

7月13日（土）「第13回かなや
納涼おしゃるきまつり」を開催
します。
夏の夜の楽しいひとときを過

ごしませんか？ぜひお誘いあわ
せの上お越しください。

場所 金屋文化保健センター周辺
時間 18時～21時ごろ

第
十
三
回 

か
な
や
納
涼

問おしゃるきまつり実行委員会
　（金屋庁舎商工観光課内）

広報ありだがわが
アプリで読める！

広報ありだがわと
町議会広報かわらば
んをアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料
です。
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お知らせお知らせ

月 火 水 木 金 土 日
1 2

□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

3
□健康フェア
　  （金屋文化保健センター）

【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4
□集団健診

（旧粟生小学校）
　【健康推進課】
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

5
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

6 7
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

8 9 10 11 12
□集団健診

（久野原消防詰
所・安諦地区基
幹集落センター）

【健康推進課】

13
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

14
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

15 海の日 16 17
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

18
□行政相談所

（金屋文化保健センター )
【総務課】

□人権特設相談所
（金屋文化保健センター )
【総務課】

19
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

20 21
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

22 23
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

24
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

25 26 23 28
□集団健診

（きびドーム）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

29 30 31 8/1
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

2
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

4

5 6
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□健康フェア
　  （金屋文化保健センター）

【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8

7月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎52-2111にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

□第 1 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 1 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 1 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□ 3 歳 6 カ月児健診（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□集団健診（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこのおはなし会
（金屋図書館）【金屋図書館】
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令
和
6
年
（
２
０
２
４
年
）
は
、
空
海
が
生
誕
し
て
１
２
５
０

年
と
い
う
記
念
の
年
で
す
。
空
海
は
高
野
山
に
初
め
て
寺
院
を
建

て
た
人
物
で
あ
り
、
池
の
堤
防
を
築
く
工
事
を
指
導
し
た
り
、
学

校
を
開
設
す
る
事
業
な
ど
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
弘
法

筆
を
選
ば
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
書
の
名
人
と

し
て
も
有
名
で
す
。
後
に
、
そ
の
優
れ
た
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、

弘
法
大
師
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
有
田
川
町
を
東
西

に
流
れ
る
有
田
川
は
、
高
野
山
に
源
流
が
あ
り
、
か
つ
て
の
有
田

川
町
は
高
野
山
麓
の
一
地
域
と
し
て
高
野
山
と
非
常
に
深
い
関
わ

り
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。

空
海
は
、
宝
亀
５
年
（
７
７
４
年
）
に
讃さ
ぬ
き岐

国
（
現
在
の
香

川
県
）
に
生
ま

れ
、
都
の
大
学

で
役
人
に
な
る

た
め
に
勉
強
を

し
て
い
ま
し
た

が
、
困
っ
て
い

る
人
々
を
救
い

た
い
と
い
う
思

弘こ
う
ぼ
う
だ
い
し
く
う
か
い

法
大
師
空
海　

生
誕
１
２
５
０
年

い
か
ら
、
僧
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
延
暦
23
年

（
８
０
４
年
）
に
は
、
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
中
国
に
渡
っ
て

真
言
密
教
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
断
片
的
に
し
か
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
密
教
が
、
空
海
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
全
貌
が

日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
弘
仁
７
年
（
８
１
６
年
）
に
は
、

高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
建
て
始
め
、
京
都
の
東
寺
も
与
え
ら
れ

て
真
言
宗
を
広
め
ま
し
た
。

空
海
は
、
今
も
人
々
の
た
め
に
瞑め
い
そ
う想
し
続
け
て
い
る
と
い
う

信
仰
が
生
ま
れ
、
天
皇
や
上
皇
、
貴
族
、
武
士
、
一
般
庶
民
に

至
る
ま
で
多
く
の
人
々
が
高
野
山
に
参
詣
に
訪
れ
ま
し
た
。
高

野
参
詣
に
は
、
徒
歩
で
歩
き
、
仏
の
名
や
お
経
を
唱
え
て
参
詣

す
る
こ
と
で
、
罪
に
よ
る
穢け
が

れ
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
信
仰
が

あ
り
、
参
詣
道
が
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
高
野
山

へ
至
る
参
詣
道
は
「
高
野
七な
な
く
ち口
」
と
も
呼
ば
れ
、
主
に
７
つ
の

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
有
田
川
沿
い
の
参
詣
道
は

「
有
田
・
龍
神
道
」

と
も
呼
ば
れ
、
高

野
山
へ
と
行
き
交

う
多
く
の
人
々
が

利
用
し
、
ま
た
交

通
や
物
流
上
の
重

要
な
街
道
と
し
て

使
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

弘法大師像（二川・安楽寺蔵）

高野参詣道（伏羊地区）
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